
 

第340回例会 3月9日(火)AM7:30～8:30 オークラホテル4F平安の間 

■司会:藤田 允 ■点鐘:小粥勝好 ■ロータリーソング:夢のみずうみ 

2 月誕生祝いの皆さん 

スマイル報告 

出村忠廣(横浜東RC)；本日は、お世

話になります。 

河村正隆；浜松寄席のPRです。 

メールボックスに「第３回鯉昇一門会 

in 浜松」のちらしを配布させて頂きま

した。３月末日までに同封の郵便振替

用紙にてお申し込み頂きますと“５０％

off”となります。どうぞ、ご利用下さい。

法人様で大量ご購入の場合は河村ま

で、ご相談下さい。皆様のお越しを心

よりお待ち申し上げます。 

１． 配布物；ロータリーの友、ガバナー月信 

ロータリーの友 縦書き P15 に加藤鎮毅さんの 

短歌が掲載されています。ご覧下さい。 

２．２/２３（火）は第９回理事会となっております。

議案提出者は、早めに提出をお願い致します。 

以上 

89名中65名73.03% 

前々回修正出席率 73.03% 

第７分区 IM には、ご参加を頂き有り難うございました。

非常に評価の高い有意義な IM でした。私は、秋山さん

と一緒に SAT研究会(宇宙航空利活用研究会)に参加してま

す。主力である自動車関連から違う業種に参入できたら

との思いです。さて、ジェット飛行機の燃料をご存じで

すか？灯油です。中型機で USA に行くとするとドラム

缶500本必要だそうです。早い景気の回復を期待します。 

委 員 会 報 告

 小田木基行さん  

小田木基行さん 

中川 隆 さん 

加藤 恵司 さん 

中村 秀志 さん 

渡辺 恭成 さん 

横浜東RC 出村忠廣さん 

スマイル 河村正隆さん 



 

備前焼作家 森本 英助 さん 

人間国宝・荒川豊蔵氏との出会いによって、森本英助の運命が

大きく変わりました。荒川豊蔵氏と出会う以前は、備前の人間国

宝・藤原啓氏の弟子であり後の人間国宝・藤原雄氏とは兄弟弟子

の仲でありました。それが、荒川豊蔵氏の突然の来訪により森本

英助の運命が変わりました。豊蔵が、森本の窯で作品を焼成した

事が藤原一門の知ることになり、結果として一門より排除されて

しまいました。当時の藤原一門の力は、途方もなく強く、森本は

備前での活動の場所を失いました。備前作家が備前で活動できな

いことは作家生命の危機であります。 

責任の一端を感じた豊蔵は、森本のために新しい会「互窯会」

を結成させました。互窯会とは豊蔵の信奉者を中心とした地域を

超えた会でありました。例えば、萩、越前、備前、志野、信楽の

当時豊蔵を慕う若手作家の集まりであります。人間国宝の豊蔵の

もとで森本はさらなる研鑽を重ね大きく成長できたと思います。

全国で精力的に個展を開催する森本に豊蔵は推薦文を書き森本を

バックアップしてくれました。生前、豊蔵は森本に｢森本英助作陶

展｣としたためた三輻の書を残しました。 

師曰く、「これは私がいなくなったときに推薦文の代わりに個展

会場に展示しなさい。」「この書が私の推薦文だ。」と云う言葉が森

本の耳の奥に今でも残っています。 

陶芸家 森本英助さんの卓話 

「備前焼と人間国宝 故・荒川 豊蔵 先生」 
 

  プロフィール 

昭和16年 岡山県備前市に生まれる 

昭和42年 作陶に入る 

昭和50年備前市友延に登り窯が完成 

昭和52年 人間国宝 荒川豊蔵先生作陶の為来窯される 

荒川豊蔵先生とともに、互窯会結成 全国百貨店にて互窯会展出品 

昭和55年 姫路ヤマトヤシキ初個展 以後全国の百貨店にて個展 

平成9年 作陶30年記念個展 

平成17年 築窯30年記念個展 

陶芸家 森本 英助 さん 


